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『海外社会保障研究』執筆要領

1. 執筆枚数
原稿の字数は以下の限度内とします。
（1） 論文：16,000字（図表を含む）

 本文のほかに要約文（400字以内）およびキーワード（3～ 5語）を添付。
（2） 研究ノート：12,000字（図表を含む）
（3） 動向：8,000字（図表を含む）
（4） 書評：6,000字
なお、図表は1枚200字に換算します。

2. 原稿の構成
必要に応じて、I II III…→1 2 3…→（1）（2）（3）…→123 …→の順に区分し、見出しを付け
てください。なお、本文中に語や箇条書の文などを列挙する場合は、見出しと重複しないよう、（a）
（b）（c）または・で始めてください。完成原稿は横書きとし、各ページに通し番号をふってください。

3. 引用
本文中の引用の際は、出典（発行所、発行年）を明記してください。

4. 年号
西暦を用いてください。元号が必要なときには、西暦の後に（ ）入りで元号を記してください。
ただし、年代の表記については、西暦なしで元号を用いてもかまいません。

5. 図表
図表はそれぞれ通し番号をふり、表題を付けてください。1図、1表ごとに別紙にまとめ、
挿入箇所を論文中に指定してください。なお、出所は必ず明記してください。

6. 注
注を付す語の右肩に1）2）…の注番号を入れ、論文末まで通し番号とし、論文末に注の文を
一括して掲げてください。

7. 参考文献
文献リストは、以下の例を参考に論文の最後に付けてください。
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